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(血栓閉塞静脈グラフトの生物学的変性血栓摘除の適応は閉塞後３カ月以内）

自家性静脈グラフトが血栓閉塞した際斬血栓除去と局所修復手術により静脈グラフト

の再利用が可能なケースもあるが、その開存成繊は一般に不良である。しかし、血栓閉塞

の際の適切な対応と処置によっては、良好な結果が得られた臨床成績を基に、本研究は動

物実験モデルにより、血栓静脈グラフトの再利用の生物学的検討を行ったものである。

犬の大腿動物に静脈グラフトを移植し、１カ月後に結紮して血栓閉塞させ、３日後また

は５日後に血栓摘除術を行って再開通させた時の静脈グラフトの変性を形態学的に検討し

た。その結果、血栓閉塞後３日間のグラフトでは若干のマクロファージの浸潤を認めるも

のの血管壁細胞成分の変性、消失は見られずグラフトの生物活性が保持されているのに対

し、５日後では、アボトーシス細胞には変化はみられなかったが、増殖細胞、平滑筋細胞

は減少していた。すなわち、壁内細胞成分は壊死によりほとんど消失し生物学的活性は失

われていることが示された。これらのグラフトについてprostaglandinl2の測定を行ったと

ころ、３日目までは産生が充分保持されているのに対し、５日目では、著明に低下しグラ

フトの抗血栓性が失われていることが明らかになった。さらに、閉塞３日目ならびに５日

目に血栓摘除後、対側動脈に再移植１カ月後のグラフトを検討した。血栓摘除再開通１カ

月後の組織標本では、閉塞３日目血栓グラフトでは良好な開存と内皮性細胞の再生が確認

されたのに対し、血栓閉塞５日目のグラフトでは内皮細胞再生は散在性でアポトーシス細

胞に変化はないが、総細胞数、平滑筋細胞、増殖細胞は減少した。



また、５日目のグラフト内面は走査亀頭で３日目と比較して高度の内膜肥厚が認められ、

半数以上のグラフトが閉塞した。

以上の結果は自家静脈グラフトにおいて血栓閉塞後３日以内に修復手術を行うことが

適切であることの科学的根拠を与えるものである。

以上の結果は、自家静脈パイパスグラフトが血栓閉塞した場合に、そのグラフトを救

済し再利用するかあるいは新たなグラフトでバイパスをやりなおすかの判断をする上で

極めて有用な情報であり、臨床的意義は極めて大きいものと考えられます。

論文審査後、引き続き関連領域に関する試問審査を行い、本論文の内容および関連領域に

関して十分な回答を得た。

以上より、本審査委員会は本論文が博士（医学）の学位に値するものと判定した。


